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KUIS学修ベンチマークの「心豊かな世界市民」とは、多様な世界の人々や自分たちの社会について理解を深め、他者に対する共感的な感覚や態度を身につけ、世界市民として行動できる心

豊かな人材になることである。とりわけ、多様性理解では、自分や、自分と同じ社会的・文化的背景を持つ人たち、異なる社会的・文化的背景を持つ人たちがいることを理解し、多様な世界や

社会を大切に考え、柔軟に行動できるような能力の獲得を目標としている。 
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文化に対する自己理

解 

異なる文化に直面しても、その違いを尊

重することができる。文化について自分

がどのような偏見を持っているかを理

解し、異なる文化に冷静に対処すること

ができる。 

 

異なる文化に直面して、その違いを尊重

することができる。文化について自分が

どのような偏見を持っているかに気がつ

いている。 

異なる文化に直面して、自分たちの文化

との間に違いがあることに気がついて

いる。 

異なる文化と自分たちの文化の違いを理

解できず同じようにとらえている。 

文化の枠組みに関す

る知識 

異なる文化に属する人々の、社会、経済、

歴史のそれぞれが、相互に関連する重要

な要素であることを理解し、複数の文化

に関する知識を深めている。 

 

異なる文化に属する人々の、社会、経済、

歴史のそれぞれが、相互に関連する重要

な要素であることを理解している。 

異なる文化に属する人々の、社会、経済、

歴史について基本的な理解をしている。 

異なる文化に属する人々の、社会、経済、

歴史をばくぜんと知っている。 

 

他の文化に対する知

的好奇心 

他の文化について、これまでの学習に基

づいた詳細で具体的な疑問や幅広い関

心を持っている。得られた応答をもと

に、さらにものの見方を発展させたり調

べたりするなどして、自らの疑問や関心

について掘り下げている。 

 

他の文化について、これまでの学習に基

づいた詳細で具体的な疑問や関心を持っ

ている。得られた応答から、新たな疑問

や関心を発展させている。 

他の文化について、これまでの学習に基

づいた疑問や関心を持っている。 

他の文化について、単純な疑問や関心を

持っている。 

自分とは異なる文化

に属する人々との交

流 

自分たちとは異なる文化に属する人々

との交流の場面では、自分から能動的・

主体的に話題提供を行ない、交流を活発

にしている。 

 

自分たちとは異なる文化に属する人々と

の交流の場面では、自分から能動的に交

流の輪に加わって話題提供を行なってい

る。 

自分たちとは異なる文化に属する人々

との交流の場面では、自分から自己紹介

や挨拶を交わし、交流の輪に加わってい

る。 

自分たちとは異なる文化に属する人々と

の交流の場面では、周囲から促されれば、

自己紹介や挨拶程度の会話ができる。 
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